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新宮弘識先生
▲

平成２１年度から新しくなる『心のノート』
の改善事業に奮闘中。特に，規範意識を含む内容の重点
化に関するページをどのように企画するかは悩みが深い。

竹井秀文先生

▲

今年成人した教え子に出会うことができ
た。脱サラして教師生活１０年。本当にあっという間です。
そんな教え子から「先生と遊んだことしか覚えてない。」
と言われ，ともに汗を流すことのよさ（働くことのよさ）
を実感でき，初心に戻りました。ありがとう教え子た
ち！！ 成人おめでとう！！

加藤宣行先生

▲

私はこのひと月間で４回，大きな授業提
案をします。いつも心がけているのは，公開のための授
業ではなく，子どものための授業をすることです。でも，
よく考えると授業研究を公開しないという選択はありま
せんよね。いつもそのジレンマに悩まされます。

上杉賢士先生

▲

２００７年の秋に北欧を訪問して，これまで
形成してきた自分の教育観に確信を得た。道徳もまた，
集まったメンバーのコミュニケーションを通して創造す
る営みである。その一部を，本誌の記事を通じて紹介し
たい。

立川修司先生

▲

三回の連載を終えホッとしています。
「授業を変えるスパイス」のタイトル通り，読者の期待
にこたえられたかどうか，ちょっと（かなり？）心配で
す。読者の皆様のご意見ご感想を聞いてみたいような怖
いような……。（苦笑）

土田雄一先生

▲

１１人の学生の卒論発表会が終わりました。
一人一人の成長を実感しています。「よく遊び，よく学
び，人の役に立つ」。さまざまな経験を仲間とともにす
ること，ボランティアで公立学校に２年かかわることが
本人の大きな力になります。

三浦貴子先生

▲

昨年度は，千葉大で長期研修生として道
徳の研究をしていました。４月から現場に戻り，５年生
の担任をしています。日々，人の生き方について情報収
集・資料化をして授業の切り口にしています。子どもた
ちと保護者の皆さんととことん語り合う道徳授業を目指
しています。

柴田 克先生

▲

卓球部で４校を関東大会に連れて行けた
ので，ただ今５校目で挑戦中。今までは「卓球の先生」
と呼ばれていましたが，最近は「道徳の先生」と呼ばれ
るようになってきました。でも実際「社会科の先生」な
のです。

�著者プロフィール�

■「子どもの道徳」へのご意見・ご感想をお寄せください。



私が手話落語というものを始めて３０年になりま

す。その間には，たくさんの人々とのすばらしい

出会いがありました。私が手話を勉強しだしたと

きです。一人の聴覚障害者の友人ができました。

私は，その友人と喫茶店で待ち合わせをしては，

会話をしていました。話題はさまざまになります。

そうしているうちにだんだんと打ち解け，冗談を

言い合ったりする仲にまでなりました。そんなあ

る日のことです。私は，道頓堀角座の舞台に，い

つものように上がりました。当時の角座は席数一

千を越す巨大劇場です。私の舞台も恥ずかしなが

ら大いに客席が沸いていました。ところがその中

で，一人だけまったく笑っていないお客様がいる

のです。なぜだろうと，落語をしながらその顔を

よく見てみると，なんとその聴覚障害者の友人だ

ったのです。私が角座の舞台に上がっているとい

うのを聞き，一人で観に来てくれていたのでした。

私は，手話を使わない普通の落語をやっているわ

けですから，当然彼にはわかりません。千を越す

人が笑っている中で，一人だけ笑っていないとい

うその映像は，私の心に深く刻みつけられました。

次の日，私は彼に，前の日に演じていた落語を

手話で説明しました。ところが，友人は話を聞い

てもクスリともしません。そのとき初めて私は，

音声の言葉と手話の言葉の違いに，はっきりと気

づかされたのでした。それからの私は，その友人

にいかに笑ってもらえる手話落語を作るかという

ことに明け暮れました。最初はまったく笑わなか

った彼が，徐々に笑うようになっていったときの

うれしかったこと！ 私が，聴覚障害者の方がほ

んとうにおもしろいと思う手話落語を作ろうとい

う気持ちをもつようになったのは，彼のおかげな

のです。

この友人との出会いは，私にとってもう一つ大

きな意義がありました。それは，相手の立場に立

って考えるということです。私は，彼が聴覚障害

者であることを最初から頭ではわかっていました。

しかし，その意味について深く考えたのは，彼が

角座の客席で一人，笑っていなかったときからな

のです。当たり前のことですが，彼は私の落語を

“聴いた”ことはありません。ほかの漫才も，音楽

も，聴いたことはないのです。そう考えたとき，

プロの落語家である私が，なんとかして落語を彼

にも楽しんでほしいと本気で思えたのです。落語

のすばらしさを，彼にも感じてほしい。そう思い

ました。そのとき，それと同時に恥ずかしいよう

な申しわけないような気持ちにもなりました。な

ぜかというと，彼の生活がどのようなものである

か，本気で考えたことのなかった自分に気づいた

からでした。これだけたくさん話もし，仲よくなっ

ていたのに，ほんとうは彼のことをよく見ていな

かったのではないか，そんな気持ちがしたのです。

身近な人のことは，皆よく知っていると思いがち

です。しかし，ほんとうにどんなことで悩んでいる

かということを，真剣に考えてみたことがあるで

しょうか。いつもいつも，まわりの人のことを考え

てばかりいるわけにはいきません。しかし身近な

人が，苦しそうなとき，ため息をついているときぐ

らいは，「どうしたん？何でも話してや。」と声をか

けてあげてください。話を聞いても解決はできな

いかもしれませんが，そばに立っていてあげるだ

けで，その人にとって心強い支えとなるでしょう。

明日あなたが学校，職場へ行ったとき，隣の席

に座っている人を見てください。あなたはその人

のことをどれくらい知っているでしょう。名前，

年齢，家はどこにある，趣味はこれこれ，彼氏が

いる，いない……。しかし，この人がほんとうに

悩んでいることを知っているでしょうか。毎日笑

顔で話しかけてくるこの人が，ひょっとして深い

悲しみを抱えているかもしれない。頭の片隅にで

も，そういったことを置いて他人とかかわること

で，優しいおおらかな人間関係ができていくので

はないかと思います。

昭和３５年，三代目桂春團冶に入門，昭和４９年に四代目桂福團冶を
襲名。手話落語を考案し，その普及に貢献。平成１１年，文部省
芸術祭優秀賞受賞。関西演芸協会会長，日本手話落語協会会長。

人をよく知るということ

関西演芸協会 桂 福團冶
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最近，小学校から高校までたくさんの学校から，

「命」をキーワードにして講演をしてほしいという

依頼が多くなりました。命の大切さ，このことを

否定する人はいないと思います。だけど僕は「命

が大切」なのではなくて，「生きること」が大切

なのだと感じます。命は誕生したときから死で終

わる運命です。治療しようが延命しようが必ず死

は訪れます。誕生も死も病院で営まれるようにな

り，日常ではなく特別なことのようにとらえられ

がちで，身近で目にすること，感じることができ

なくなっています。命とは，死はだれにでも等し

く訪れるのだから，生きているうちは生きるとい

う実にシンプルなものだと思います。

僕たちヒトは，地球上のすべての生き物の中で，

ただ一種だけに通用する価値観，ルールを作り上

げ，まったく異なる生き方をしています。そして

ヒトはすべての生き物の中でいちばんすぐれてい

る生き物なんだとどこかで思っています。その中

でただ一種だけが無限とも思える勢いで増え続け

ているという一面があります。

じゃあヒト以外の命はどのように育まれている

のだろう？ 食物連鎖ということばがあります。

食物連鎖は命の連鎖，バトンタッチです。死が必

ず生に受け継がれ，何一つ無駄になるものはあり

ません。たくさんの死があるからたくさんの命が

輝くのです。すべてが循環しているから，何も足

さないのに春になると木々が緑に被われ，虫たち

や小鳥たちが命を育みます。

例えばスズメのヒナが巣から落ちているのを見

つけたとしましょう？ どうにかして助けてあげ

たいと思います。僕たちにしたら当然の気持ちで
かえ

す。スズメは年に数回繁殖をします。卵から孵る

と２～３週間で巣立っていきます。仮に１回に５

羽，４回繁殖したとしましょう。みんな無事に大

人になれたらいいね，実際にそうなったらどうな

るでしょう？ 数年で空一面がスズメで覆い尽く

されてしまいます。でもそうはなっていません。

あのか弱い巣立ったスズメたちはどうなっている

のでしょう。北海道にはチゴハヤブサというタカ

の仲間が繁殖しに渡ってきます。カラスの古巣を

巣として使うので，僕たちの生活圏に近い場所で
えさ

繁殖します。チゴハヤブサはヒナに運ぶ餌として，

小鳥を捕まえます。ある研究者がチゴハヤブサの

ヒナが孵り巣立つまでに何羽の小鳥を捕まえて運

ぶのか調査しました。なんと３００羽でスズメが圧

倒的に多かったのです。ではチゴハヤブサの一人

勝ちか，というとそうではありません。チゴハヤ

ブサも死にます。死ぬとウジがわきハエになりま

す。スズメはハエを大量にヒナに運びます。助け

ないとかわいそうと思うスズメも，死ななければ

巡りめぐってスズメ自身が生きてはいけなくなっ

てしまうのです。すべてがめぐるという意味で，

生きていることに意味のない生き物なんていない

といえます。たとえ毛虫だろうがハエだろうが，

すべてです。ハエをだれの命にもかえさないでゴ

ミにしてしまうのはヒトだけです。僕たちは知ら

ず知らずのうちに，命の価値に差をつけています。

ハエやカを殺すことに疑問はもちませんよね。ヒ

トも昔はこの命の連鎖の輪の中にいる自覚をもち，

生きていました。命を「いただきます」という気

持ちをもっていました。いつからか自分たちだけ

は違う生き物になり，現在に至っています。分業

化が進み全体を理解することが難しくなった時代

背景とともに，全体があるから個として生きてい

けて，全体の一部としての個としての存在である

ことを忘れてしまいました。その中で，個の権利

や平等といったことばが切り札のように使われる

社会になりました。学校でも子どもの権利，仲よ

―命とは生きること―
ばんどう げん

旭山動物園副園長 坂東 元
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く，平等といった切り口から，徒競走で順位をつ

けない，みんなが桃太郎といった話を聞くように

なりました。子どもには仲よく，平等にと言いな

がら現実には，大人の社会では競争やいじめや仲

間はずれはありますよね。社会性をもち群れをつ

くり生きる動物は，群れの中でみんなが仲よく横

並びという意味で平等に生きているわけではあり

ません。群れの中には上下関係や役割があり，幼

いころの遊びの中から，分相応を身につけていき

ます。群れのリーダーが偉くて，下位の個体が虐

げられているということではありません。たとえ

相性が悪くてもそれぞれが相手の存在を認め，群

れの中で生きています。一頭では生きていけない

からです。僕はＰＴＡなどの集まりで呼ばれたと

きに次のような話をします。

ある年にライオンが４頭の子どもを生んだこと

がありました。なんと全部雄でした。４頭とも見

かけは同じなので区別がつきにくいのですが，性

格はずいぶんと違います。よくよく観察するとラ

イオンという種の習性や性質の上に個性がありま

す。寝室に母親といっしょにいるところをのぞく

と，すぐにオリ越しに近づいてきて僕を威嚇する

やつ，母親の陰から威嚇するやつ，完全に隠れて

しまうやつ，さまざまです。餌を食べるときは性

格のきかない個体は他の個体を威嚇しながらその

場で堂々と食べます。気の弱い個体はおこぼれを

くわえて，少し離れた場所で食べます。「こいつ

らもアフリカにいたら強い雄だけが自分のプライ

ド（群れ）をもてるのだろうな」なんて思います。

強いものは産まれ育ったいちばん条件のいいとこ

ろにとどまります。じゃあ弱いものは？ 生まれ

育った近くに執着するもの，まったく知らない新

天地に足を踏み入れるもの，自分のプライドをも

てずに終わるもの，さまざまでしょう。「やっぱ

り弱いものはダメなんだ」――そうでしょうか？

僕は違うんじゃないかと思います。進化あるいは

現在繁栄しているということは「強いものが生き

残ってきたから」と考えがちです。強いものはそ

のときの環境の中ではお山の大将です。でも環境

が変化したら……強いものは最後の獲物がいなく

なるまでその場をだれにも渡さないと執着して死

んでいくでしょう。ライオンキングじゃないけれ

どそこにとどまれなかったものが命を引き継いで

いきます。事実ほとんど緑のない半砂漠で生き抜

いているライオンがいます。どうしてこんな過酷

な環境でと思ってしまいますが，弱い者が種をつ

ないできた歴史があります。

子犬をもらうときは兄弟をよく見てから選びな

さいといわれました。強い子犬は大きくなっても

自己主張が強くて，周りを従わせる振る舞いをす

るから飼い方を間違えると飼い主の言うことをま

ったく聞かない犬になる。気の弱い子犬は，飼い

主の感情をよく読んでから自分の行動を決めるの

で，伴侶動物としてはとてもいい犬になります。

順位をつけない，みなを同じに扱う――それは

一位には一位の価値が，六位には六位の価値が個

性があることを理解しない大人のエゴなのではな

いでしょうか，それは子どもの個性を伸ばす芽を，

可能性を伸ばす芽をつみ取っていることになるの

ではないでしょうか，と話をします。

命は，常に次の代につなぐために存在していま

す。今を生きるものが今をとりつくろうことだけ

を考えるようになっては，未来はありません。子

どもより，まず大人がしっかりとした自信をもた

ないとダメなのではないでしょうか。喜怒哀楽が

あり，たくさんの人とかかわりをもってしっかり

とコミュニケーションをとれると，生きている実

感がわくでしょう。夢を見つけられるでしょう。

それが命を大切にする，ということなのではない

でしょうか。

���―命とは生きること―

１９６１年旭川市生まれ。１９８６年酪農学園大学酪農学部獣医学修士
課程卒。同年５月旭川市旭山動物園就職。１９９５年飼育展示係長，
２００４年副園長に。平成９年の「こども牧場」から「ちんぱんじ
ー館」「レッサーパンダ舎」「オオカミの森」まで施設のデザイ
ンを担当，数々のアイデアを出し具体化してきた。また手書き
の情報発信やもぐもぐタイムなどのソフト面でも係の中心とな
り具体化，システム化を図ってきた。現在は，エゾシカの森の
建築を手がけている。著書に『動物と向きあって生きる』（角
川書店），『旭山動物園へようこそ』（二見書房）など。

命は継がれる！
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特集 

１．低学年における「働くことのよさを感じて，

みんなのために働く」の道徳的意義をどのよう

に考えるか

低学年の内容の前半の文言である「働くことの

よさを感じ」とは，どのような道徳的な意味を含

んでいるであろうか。

学習指導要領の中学年は，「働くことの大切さ

を知り」と述べ，高学年では「働くことの意義を

理解し」と述べている。小学校最終段階としての

高学年の「働くことの意義を理解し」を明確に把

握し，それを基に，その基礎になっている低学年

の「働くことのよさを感じ」を考えれば低学年の

要点が明らかになると思われる。

高学年の「働くことの意義」には，次のような

ことが考えられる。

� 働くことは，自分や家族の生活を支えると

いう経済的意義。

� 働くことは，何かをつくり出すという文化
的生産的意義。

� 働くことは，自分の属する集団や社会を支
え，集団の目的に寄与するという社会的意義。

� 働くことによって自分が人間的に成長する

という人間的意義。

このことを前提にして，低学年の内容を考えて

みよう。

教師は，����の四つの意義を十分に認識し
て指導に当たる必要があろうが，低学年の場合は，

「働くことのよさを感じて」「みんなのために働く」

ということであるから，�と�の働くよさを中心
に指導する必要があろう。また，「そのよさを感

じる」という文言から考えれば，感覚を通して働

くよさを知ったり，理解したりすることが低学年

の要点であるということになろう。

具体的に考えてみよう。子どもたちは，みんな

のために働くという体験は豊かにもっている。家

庭内では，食事の配膳・後片づけ・皿ふき・ゴミ

捨て・靴磨き・掃除・新聞取り・牛乳取り・お使

い等々，「お手伝い」や「受けもった仕事」の別

なく，みんなのために働いた体験をもっている。

学校においては，係りの仕事・掃除等々，これは

お手伝いではなく，みんなで手分けしたうえで自

分が受けもった仕事をしている。

このような体験を通して子どもたちの中には，

「何かよいことをしている」と感じている者がい

るはずである。それは，

� お手伝いにしろ受けもった仕事にしろ，働
くとみんなが助かり喜んでくれる。だから，

褒めてくれたり，ありがとうと言ったりして

くれるということを感じている。

� 働くことによってみんなの役に立つと，自
分もうれしくなり，また働こうと思うように

なるということを感じている。

等々である。このように感じている働くよさをし

っかりと認識させることが「働くことのよさを感

じて」の文言であろう。

子どもが感じる働くよさは，生活経験の違いに

よって千差万別である。働くよさを感じている子

どももいれば感じていない子どももいるはずであ

る。働くよさを感じている子どもでもその深さに

は違いがある。そこで学習によってそのよさを共

有させ，子ども全員が働くことの意味を低学年な

りに明確に認識させることが大切になろう。

このようにして，働くよさが感じ取られ明確に

認識されていけば，家族や学級のために働こうと

する実践力が高まっていくわけであり，それを文

言の後半で「みんなのために働く」と表現したも

のであると考えられる。

淑徳大学名誉教授 新宮 弘識

新学習指導要領を考える

新設された内容の
道徳的な意義を考える
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２．中学年における「自分の特徴に気付き，よい

所を伸ばす」の道徳的意義をどのように考える

か

自信を喪失している子どもたちが増加している

という。その原因は多様であろうが，大人の価値

観から子どもを見て他の子どもと比較するという

風潮も一因であろう。大人は子どもに期待すると

ころが大であるから，子どもを否定的に見がちに

なる。また，あれもこれもと多くのことを期待す

る。ところが，子どもの感性は鋭いから，大人の

期待に応えようとして応えられずに自信を喪失す

るという悪循環が生まれるのであろう。

どんな子どもでも，悪い人間になろうと思って

いる者はいない。人間のよさを拡充（拡大と充実・

量的な広がりと質的な深まり）しようとする心や，

それを可能にする力をもっているのである。この

内容は，そういう心と力をもっている子どもを信

頼するところから出発する必要があろう。

このことを前提にして，まず文言の前半である

「自分の特徴に気付き」について考えてみよう。『大

辞泉』（小学館）では，特長と特徴とを明確に区別

して示しているが，教育的に見て極めて興味深い。

・特長…「この長所を生かす」「○○がこの品

の長所だ」のように，他よりもすぐ

れている点であり，よしあしの判断

がなされている。

・特徴…「特徴のある声」「あの人はじっくり

考える特徴がある」のように，他と

違った目立ったしるしであり，よし

あしの判断はなされていない。

特長は，磨き上げられた結果，それを他者と比

べるとすぐれた人間のよさになっているものをい

う。特徴は，目立つしるしがあるが，それが磨か

れていないためにすぐれた特長になっていないも

のをいう。したがって，特徴には，短所も含まれ

ていると考えられるのではないだろうか。

学習指導要領の内容の前半の文言は，「特長」

と表現しないで「特徴」としている点に注目しな

ければならない。

子ども一人ひとりは，特徴をもっている。

具体的に考えてみよう。「すじ道を立てて考え

るよりも直観的なとらえ方をする子どもである」

「すべてに細やかな子どもである」「作業は遅いが

ていねいな子どもである」「積極的で行動的な子

どもである」「作業が敏速な子どもである」「発言

は少ないが人の話をじっくり聞く子どもである」

等々である。これらは，大人にも当てはまること

であるが，見方によればそれが長所にもなり短所

にもなるといえる。

特徴は，自分の手によって磨き上げられてはじ

めてすぐれた長所になるわけであるから，早く自

分の特徴に気づいて，それを特長にまで磨きあげ

ていかなければならない。

これは，高学年の個性の伸長につながっていく

が，個性もはじめから備わっているものではなく，

磨き上げてこそ輝くものになるとするとらえ方が

大切であろう。

次に，後半の文言の「よい所を伸ばす」につい

て考えてみよう。

人間はだれでも長所や短所をもっている。自分

の短所に注目してそれを改めようとすることも大

切ではあるが，中学年ではどうであろうか。本項

の冒頭で述べたような自信喪失につながることも

考えられる。

中学年では，特徴を磨き上げた結果（過程）と

してのよいところ（長所とはいえないにしても）

に注目させて，それをさらに伸ばすことによって

短所も自然に補われていくという考え方に立って

教育することが，この時期の発達課題といえるの

ではないだろうか。

このような中学年の指導が基礎になって，高学

年の「自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所

を積極的に伸ばす」指導が可能になるのである。

��������●お知らせ●��������
光文書院『ゆたかな心』では，新学習指導

要領で新設された内容について＜平成２１年度

移行措置＞として，次の資料をご採用校にお

届けします。

１年『わたしに できる こと』

２年『わたしたちも しごとを したい』

３年『中村選手は中村選手，ぼくはぼく』

４年『わたしのゆめ』

１・２年は“勤労”，３・４年は“個性伸長”，

B５小判４ページ・カラー。「指導のてびき」

付きです。

������� 光文書院編集部 �������

新設された内容の道徳的な意義を考える
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１ 児童の実態から

低学年の児童の発達段階では，教師に言われて

働く，受け身での姿が多く見られる。しかし，

「働くこと」への抵抗はなく，楽しく働き，互い

に喜び合うことができる姿も多く見られる。

１年生では，家族や先生のお手伝いとしての「仕

事」が多い。家族や先生に褒められることを喜び

にして，手伝いに進んで取り組む姿が見られる。

２年生になると活動の幅が広がり，校内や学級

内でさまざまな仕事をしている。日直，班長や掃

除，係活動など多くの仕事を行い，働く経験も豊

かである。また，しなければいけない仕事である

当番活動（日直，掃除当番，給食当番）やしたほ

うがよい仕事である係活動（係活動・児童会活動

への参加）など仕事の内容や質に応じて，創造的

に働いている姿もたびたび見られるようになる。

このような２年生の「働く」実態から，

・「働くこと」そのものに値打ちがあることを知

ること。

・「働くことのよさ」とは何かを考えさせること。

以上２点を大切にして実践を進めることにした。

２ 指導のねらい

本時のねらいは「働けば，周りの人が喜んでく

▼移行措置資料／２年・勤労

２年生児童と「働くこと」を考える
光文書院『ゆたかなこころ』移行措置資料

『わたしたちも しごとを したい』を使って
岐阜大学教育学部附属小学校教諭 竹井 秀文
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れたり，自分もいい気持ちになったりすることが

わかり，係り等の仕事をしっかりしようと思うよ

うになる」とした。具体的には，以下の３点である。

＊人のために働いている人を見て，「立派だなあ」

〔資料１〕

主な学習活動 指導の方法

�学級の仕事について話し合う。
・どんな仕事をもっているか。

・どんな気持ちで仕事をしているか。

・「しなければいけない仕事」と「したほうがい

い仕事」との違いは何か。

�『わたしたちも しごとを したい』を読んで話し
合う。

・あらすじを先生から聞く。

・３ページの絵を見て，町の人々は，何と言って

拍手をしているかについて考え，話し合う。

・４ページの「だって」の続きの には，どのよ

うなことばを入れるかについて考え，話し合う。

�わたしたちも，ポンタのように考えて仕事をした
ことはないかについて話し合う。

�働くことについて，自分の考えをまとめて発表す
る。

○休み時間にどんな仕事をしたのか，どのような仕

事があるかを明確にする。

○「しなければいけない仕事」と「したほうがいい

仕事」の違いは何かを考えさせる。

○違いを比べて考えさせることで，どちらの仕事に

も「よさ」があり，その「よさ」が何かを考えさ

せる。（資料を読む必然を生む。）

○拡大した絵を，順番に提示してどの場面か聞きな

がら，ていねいに説明する。

○３ページの絵を示して，褒めてくれている大人の

声を考えさせる。

○全員の子どもが書き上げることができる時間を確

保したい。

○係活動で進んでやった仕事を思い出し，働くこと

によって，よりよくなった学級の姿を交流させる。

○「働くって○○だ。」の○○の中にキーワードを作

らせ，自分の考えをまとめさせる。

実践報告＋講評と助言 9



という気持ちをもつことができる。

＊人のために働けば，周りの人が喜んでくれるだ

けでなく，自分もうれしくなることがわかる。

＊人のためになる係りなどの仕事を進んでするよ

うになる。

３ 指導案

前ページ〔資料１〕のように立案した。

４ 授業記録（授業終末のみ）

Ｔ：これ何をしているの？（４ページ目を見せて）

Ｃ：しごと。

Ｔ：ごほうびをもらわなくてもしごとをつづけた

い。意見のある人いる？

Ｃ：ごほうびをもらうために町をきれいにしてい

るんじゃない。

Ｔ：ごほうびをもらわなくても，しごとをつづけ

たいって，なんで？

Ｃ：町のみんなをもっとなかよくしたり，町をも

っとよりよくしたりするため。

Ｃ：もっと人を，もっと町を，もっとみんなを思

う気持ちがこうなった。

Ｃ：ごほうびをもらわずに，みんなが笑顔になった。

Ｃ：みんなの笑顔がごほうびだ。

Ｃ：ごほうびをもらわないでも，町のみんなが笑

顔だから。

Ｔ：ごほうびもらうことも大事だけどね。

Ｃ：ごほうびなくても，みんなが幸せだからいい。

Ｔ：この絵見て，だれが幸せそう？

Ｃ：みんな。

Ｔ：みんなってだれ？

Ｃ：町中みんな，自分もうれしい。

Ｃ：汗かいているけど，笑顔だから。

Ｔ：それが幸せということかな。プリントの

の中に，「だって」に続くことばを書いてく

ださい。

“移行措置資料”４ページの〈ポンタたちは，「ご

ほうびを いただかなくても，しごとを つづけ

たい。」と いいました。だって， 〉の の

中に書かれたことばは次のようなものである。

・みんなの笑顔が見られるのが，ごほうびだもん。

そして町が明るくなるんだもん。

・みんながうれしいから，もっと続けたいんだも

ん。町中の人をもっと笑顔にしたいんだもん。

・みんなが喜んだり，笑顔になってくれたりした

らうれしい。それがごほうびだもん。

・自分もうれしいし，大人たちもうれしいのが，

ごほうびだから。

・みんなの笑顔が見られたら，ぼくたちはそれが

とっても幸せだもん。

・みんなの笑顔でよりよい町にしたいんだもん。

・町中をきれいにするとみんなの笑顔が見られる

のがうれしいから。働いたのが宝物だよ。

・町中のみんなの笑顔を見られるし，みんなの笑

顔が最高のごほうびだから，これからもつづけ

ていきたいし，みんなが気持ちよくすごせるた

めにつづけたい。

・ごほうびも大切だけど，町の人の心と町がきれ

いになったから，その気持ちだけうけとりたい。

・みんなの気持ちも町の人たちも心がきれいに

（すっきり）するんだもん。

・ほんとうのごほうびは，みんなの笑顔だからだ

もん。

・町の人たちの笑顔や幸せが自分たちのほんとう

のごほうびだもん。

・みんなのためにも，困っている人や苦しんでい

る人たちのためにも，もっともっと町をよりよ

くするためです。そして，みんなが喜んでくれ

る笑顔が宝物だもん。

・みんな，とても笑顔だったし，「ありがとう」

といってくれたんだもん。

・仲間の幸せを考えていて，他の人の笑顔がごほ

うびだもん。町中が助かって，みんながうれし

かったもん。

・みんなの喜ぶ顔とうれしそうな顔が見たいから

だもん。

・みんなの笑顔のために，働きたいんだもん。

５ 指導の実際

導入では，児童会から提案されている「銀杏を

拾う活動」に，進んで働いている姿を取り上げ，

どうして進んで働くことができるのかを考えさせ

た。活動そのものの値打ちを語りだす子が多く「勤

労」という価値に迫る発言はない。しかし，「（銀

杏を拾う活動は，）しなくてはいけないのか，しな

いほうがいいのか，したほうがいいのか」という

発問をすると，児童は，口々に「したほうがいい。」

とつぶやく。さらに，注目すべきは「係活動と同

1 0



じ。」という発言をした。これは，「銀杏を拾う活

動」が「したほうがよい仕事」という点で「係活

動」と結びつけて考え出した瞬間である。

ほかにどんな仕事があるのかを聞き，「掃除」「給

食」などの当番活動や一人一役の仕事や班長など

の学級組織について，自分たちが担っている仕事

をすべて答えることができた。しかも，しなけれ

ばいけない仕事，したほうがよい仕事など，分類

しながら話し合うことができた。指導案にはない

展開になり，とても驚いた。

そこで「しなければいけない仕事」と「したほう

がいい仕事」の違いについて発問した。子どもた

ちは，しなければいけないことは，絶対にやったほ

うがいいことで，したほうがいいことは，するとも

っとよりよくなることと発言した。しかし，話し

合いを進めていくうちに，何が違うのかわからな

いというもやもやした雰囲気が学級を包みだした。

このもやもやとした雰囲気こそ，考えようとす

る意識を生み，資料を読む必然を生む。

このような導入で大切にしたことは，次の２点

である。

・たくさんの仕事をみんなが担っていること。

・しなければいけない仕事としたほうがよい仕事

があること（しなくてよい仕事はないこと）。

どちらも大切であり，「働くことのよさ」があ

ること。

展開では，範読したあとに場面絵を順番に出し

て，ストーリーをていねいに押さえた。特に，３

ページの上の場面を指し，「大人が拍手をして何

を言っているのか」と聞いたときは，子どもたち

の発言は，とても活発になった。きっと働いて褒

められた経験が生かされているからだろう。ここ

で注目したいのは，子どもたちが「自分たちから

進んで働いたこと」に共感していたことである。

「どうして自分たちから進んで働くことができた

のか」を聞くことで，進んで働くよさを深める話

し合いができた。

４ページのさまざまな場面の絵を見せると，子

どもたちは言いたいことがいっぱいあるようで，

発問をしていないのに，挙手をしていた。それほ

ど，４ページの絵や文には力がある。「ごほうび」

ということばに反応し，次々と「働くことのよさ」

を発言していた。導入で，悩んだ「しなければい

けない仕事」「したほうがいい仕事」の枠を超え

た発言（考えづくり）ができたことを満足した姿

が多く見られた。

終末では，「はたらくって○○だ。」や「はたら

くって○○することだ。」などの○○の中に自分の

考えをまとめて，キーワードを作らせた。今まで

の仲間の発言や板書などをもとに自分の考えを再

構築することができ，全員の子が発言して，授業

を終わることができた。

６ 子どもたちのノート（２年２組／４０人学級）

子どもたちの道徳ノートには，「はたらくって

○○だ。」の○○の中に７０近くのことばが書かれた。

それらを「働くことの意義」（新宮弘識先生）で

分類すると次ページの〔資料２〕のようになる

（「経済的」と「文化的生産的」は少数のためいっ

しょにした）。

中でも，いつも黙ってもの静かな I君のノート

には，〈はたらくって，みんなのよろこびをふく

らませ，みんなのために，がんばってやること。

そして，人が「ありがとう」と思うようなことを

やることだ。〉と書いてあり，実はじっくり考えて

いたことを知って驚いている。

２年生児童と「働くこと」を考える

実践報告＋講評と助言 1 1



７ 考察（まとめ）

下の日記は授業後に子どもが書いてきたもので

ある。この日記からもわかるように，「はたらく」

ことについての自分の考えやこれからどう生きて

いけばよいのかを見つめることができている。ね

らいもほぼ達成しているようにも思う。

また，この実践後に児童会から「落ち葉拾いを

してほしい」とお願いがあった。休み時間になる

と，落ち葉拾いをする姿が見られ，進んで働くよ

さを感じながら活動していた。

「落ち葉拾い」をすることで，学校をよりよく

している実感や高学年の子や全校の子が喜んでく

れるという「よさ」を感じつつ，「みんなのために働

く」ことを実践に結びつけていることが次の写真

でもわかる（真剣で楽しそうに働いている）。

今回，「働く」ということを２年生の児童と考

えたが，その価値に対する深い考えは想像をはる

かに超えていた。みんなのために働くことを楽し

く感じている低学年の発達段階だからこそ，「勤

労」という価値について学ぶ必要があることを感

じた。授業をする前と後の姿の変容に驚きながら，

この実践を締めくくりたい。

〔資料２〕
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も
し
、
し
り
ょ
う
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
ポ
ン
タ
た

ち
の
よ
う
に
町
中
の
人
と
も
っ
と
よ
く
し
た
り
す
る
こ
と

が
、
自
分
で
で
き
た
ら
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

し
り
ょ
う
に
出
て
き
た
ポ
ン
タ
た
ち
の
よ
う
に
、
た
く

さ
ん
や
く
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

経済的意義・文化的生産的
意義

自分の属する集団や社会を支え，集団の目
的に寄与するという社会的意義

働くことによって自分が成長
するという人間的意義

・生活をよくすることだ。

・なかまのために考えてつ

くりだすことだ。

・みんながわくわくするこ

とだ。

・笑顔をつくりだすことだ。

・みんなの喜びがひろがる

ことだ。

・笑顔と明るさをごほうび

にすることだ。

・みんなの心を動かすこと

だ。

・みんなを守ることだ。

・みんなを喜ばせたいからすることだ。

・みんなの幸せをふくらませることだ。

・みんなを笑顔いっぱいにすることだ。

・みんなの幸せを考えて，よりよくするこ

とだ。

・みんなのためにがんばることだ。

・みんなを幸せにすることだ。

・みんなの気持ちをよくすることだ。

・自分も人も気持ちが温かくなることだ。

・元気づけることだ。喜ばせることだ。

・たくさんの人がかがやき，笑顔がたくさ

んになる。

・人のことを思って仕事をすることだ。

・みんなのことを考えて，自分から進んで

やることだ。

・みんなの笑顔を見られて「ありがとう」

といわれるだけでじゅうぶんだ。

・自分からみんなを思い，人を喜ばせるこ

とだ。

・みんなで自分の幸せをいっ

ぱいにすることだ。

・楽しい。

・すごいことだ。

・自分も喜ぶことができる。

・心を成長させることだ。

・こんどからもがんばろうと

思うことだ。

・自分のやる気がでること。

・自分から進んですることだ。

・みんなの笑顔を思いうかべ

るだけで働きたくなる。

・汗をかけばかくほど，笑顔

になることだ。

・やれることを考える。
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１．はじめに

今回は，学習指導要領改訂により，新たに３，

４年生に加えられることになった「１－�自分の
特徴に気付き，よい所を伸ばす」という内容項目

に対して，「中村俊輔」という人物を取り上げて

新たな資料を開発し，担任する３学年で授業を行

った。

本学級の児童はサッカーを習っている子どもも

多く，開始早々，多様な反応が見られた。また，

サッカーには興味のない子どもでも，時代を象徴

する人物として身近に感じたのか，自分と重ねて

資料を読む姿を見ることができた。私の学級は，

道徳ノートを用意し，日ごろから板書のなかの大

切だと思った部分や授業後の感想などを書くよう

にしているが，ある児童はふだんは半ページほど

しか書かないが，この日に限っては４ページも書

いて翌日提出してきた。このことからも，子ども

たちがいかに興味・関心をもって学習を進めたか

の一端を伺い知ることができよう。

２．主な展開（傍点筆者）

Ｔ：自分のよいところ，そうでないところ，自分

らしいところって言えますか。

Ｃ１：自分らしさっていうのは，自分にしかもっ

ていない，顔立ちとかそういうもの。

Ｃ２：性格，とくちょう。

Ｔ：こういうのを全部ひっくるめて「とくちょう」

と言うのですね。

Ｃ３：自分のとくちょうをもっとよくする。「と

くちょうを生かす」だ。

（「とくちょうを生かす」と板書）

Ｔ：「とくちょうを生かす」って何だろう，と考

えながら，資料を読んでいきましょう。

（資料を配布し，読む）

Ｃ４：中村選手と中村君は同じところと違うとこ

ろがある。

Ｔ：中村選手と中村君の違うところと同じところ

ってどこですか。

Ｃ５：心かな。とくちょうも違うよ。夢も違うけ

れど，同じところもある。

Ｃ６：この二人は夢は違うけれどつながってる。

Ｔ：ということは，サッカーが好きで，中村選手

みたいにやっていれば，「ぼく」も中村選手

のようにMVPになれる。みんな中村選手に

なれるということだ。

Ｃ７：違う。なれないわけじゃないけれど，努力

しだいで中村選手みたいになれるし，自
�

分
�

ら
�

し
�

い
�

ほ
�

か
�

の
�

姿
�

に
�

な
�

る
�

。

Ｃ８：自分らしいほかの姿っていうのが，自
�

分
�

ら
�

し
�

さ
�

＝
�

「
�

と
�

く
�

ち
�

ょ
�

う
�

」
�

なんだ。

Ｃ９：中村選手は中村選手なんだし，「ぼく」は

「ぼく」なんだから，「ぼく」もその自分らし

さ，特技とかを伸ばして，自
�

分
�

の
�

サ
�

ッ
�

カ
�

ー
�

を

やっていればいいと思う。

Ｔ：Ｃ９君が言った，「自分のサッカーをやって

いればいい」というのはどういうことですか。

Ｃ１０：それが自分らしさってところで，同じサッ

カーでも，スタイルが違ってあたりまえ。た

またまサッカーだったんじゃないかな。ほ
�

か
�

の
�

も
�

の
�

に
�

も
�

当
�

て
�

は
�

め
�

ら
�

れ
�

る
�

。

Ｃ１１：水泳とか。（「北島康介」とか「野球のイチ

ロー」とか「なわとび」などの声があがる）

Ｔ：ということは，これは「ぼく」だけの話じゃ

なくて，「わたし」の話でもあるんだ。

Ｃ１２：だからだ
�

れ
�

に
�

で
�

も
�

「
�

と
�

く
�

ち
�

ょ
�

う
�

」
�

は
�

あ
�

る
�

。

Ｃ１３：中村選手は中村選手で，中村選手にしかで

きないことがあるし，「ぼく」は「ぼく」に

しかできないことがあるから，自
�

分
�

ら
�

し
�

い
�

ほ
�

か
�

の
�

姿
�

が
�

あ
�

る
�

。

Ｔ：自分にしかできないことがあるだろうと。な

るほど。

Ｃ１４：だから「ぼく」は中
�

村
�

選
�

手
�

よ
�

り
�

も
�

上
�

に
�

な
�

る
�

「とくちょう」で３年・個性伸長の学習
光文書院『ゆたかな心』移行措置資料

『中村選手は中村選手，ぼくはぼく』を使って
筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行
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か
�

も
�

し
�

れ
�

な
�

い
�

。

Ｔ：ほお，そう考えたら，なんかすごいねぇ。

Ｃ１５：自分にしかできないことっていうのは，希

望。希望があるから自分にしかできないこと

があって，自分にしかできないことがあるか

ら，自分らしいほかの姿がある。

Ｔ：なるほど。自分にしかできないことを一生懸

命やっている，その自分らしい姿は，中村選

手のMVPとは違う。もっとすごいものをも

っているかもしれないんだな。中村選手と

「ぼく」の同じところと違うところがだいぶ

見えてきましたね。

Ｃ１６：中村選手には中村選手の山があったでしょ。

それで，「ぼく」には「ぼく」の山がまだあ

ると思う。

Ｔ：みんな山があるっていうところは，その山は

みんな違うけれど，だれにも山があって乗り

越えていくってことはいっしょだってことか。

夢も希望も違っていいんだ。でもみんな夢や

希望をもって自分らしくやっていくと，何か

がかなうということはいっしょなんだ。

Ｔ：なるほど。いいところは伸ばす。悪い苦手な

ところは少しずつ努力すると，どうなる？

Ｃ１７：そうすると，上手になるし，「もっとがん

ばるぞ！」という気持ちになってがんばって

ゆとりができる。

Ｔ：今日はね，「とくちょう」って何だろうとい

うことを考えてきました。もう一回聞くよ。

自分の「とくちょうを生かす」ってどういう

ことですか。

Ｃ１８：今もっている自分の力をバネにして，いっ

ぱい練習してもっと高いところに行くこと。

Ｃ１９：自分を信じて，自分だけの道を行く。

Ｃ２０：自分がしたいと思った，ほ
�

ん
�

と
�

う
�

の
�

自
�

分
�

に
�

近
�

づ
�

く
�

。

Ｔ：ほんとうの自分に近づく。うそじゃなくてね。

なるほど。ほんとうの自分を見つけて，ほん

とうの自分の生き方，自分だけの生き方をし

たいですね。私もみなさんの意見を聞いてい

てそう思いました。

▼移行措置資料／３年・個性伸長
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３．３つの観点からの検証

では，道徳ノート，日記の感想や気づきなどの

子どもたちの反応を見ながら，次の３点について

授業の検証をしていきたい。

�この内容項目，資料は，道徳の時間として
どのような意義があるか

�この資料の中学年における「１－�個性伸

「とくちょう」で３年・個性伸長の学習
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長」の道徳資料としての妥当性

�道徳教育としてどのような展開が可能とな
るか

�道徳の時間としての意義

ぼくは中村選手が自分を信じたからMVP

にかがやいたんだと思います。中村選手はま

だ先を目指しているのではないかと思いまし

た。中村選手とぼくはちがうと思います。そ

れは，目指す道がちがうし，わざもちがうか

らです。とくちょうもちがいます。例えば，

ぼくのクラスには「あいりちゃん」が二人い

ますが，それぞれにいいところをもっていて，

自分なりにがんばっているんだなと思いまし

た。前に道徳の授業で学習した金子みすゞさ

んの「わたしが両手を広げても」という詩の，

「みんなちがってみんないい」の意味は，そ

ういう意味だったんだなと思いました。（男子）

クラスメイトの同名の友達のことや，過去に学

習した教材の内容を連想し，そこに同じ本質を見

いだしている。道徳の授業で，資料を通して本質を

学ぶことができれば，それは容易に自己の生活に

転移するということを物語っているように感じる。

「とくちょうを生かす」ということばは，授業

の冒頭で子どもたちから出された。曰く，「何と

なく知っていた」「聞いたことがある」レベルの

理解である。この場面では，「特徴」と「特長」

の明確な定義づけはしなかった。ただ，「とくち

ょうにはいい面と悪い面がある」ということを子

どもたちの発言の中から押さえたうえで，「特徴

とは何だろう」という問題意識をもちながら授業

を展開したのである。その結果，子どもたちは自

分の「とくちょう」について「もっと知りたい」

という興味・関心をもち，「とくちょうを伸ばし

て自分なりの道を歩んでいきたい」という意欲・

方向づけを自らすることができた。「自分の特徴

に気付き，よい所を伸ばす」という，中学年に新

たに設定された本時のねらいは，ある程度達成さ

れたと考えられる。

�道徳資料としての妥当性

中村選手には中村選手の，中村君には中村

君の道があると思います。中村君は，中村選

手と同じところとちがうところがあります。

同じところは，サッカーが好き，でも身長が

低いところ。ちがうところは「とくちょう」

です。自分らしさがちがうのです。中村選手

のようにならなければいけないなんてことは

ないから，目標をもって自分の道を歩んで行

けば，もしかしたら思っていた夢はかなわな

いかもしれないけれど，何かよいことがある

はずだと思います。「とくいなこと」，例えば

私はなわとびが得意ですが，その得意ななわ

とびを続けていけば，運動会のなわとび大会

などで優勝できるという感じです。（女子）

この児童の意見文から伺えるように，資料から

「自分なりの道を歩む」「とくちょうを伸ばす」など

の，ねらいに絡むキーワードを導き出すことがで

きている。資料から学ぶというスタンスにおいて

も，資料を通して学ぶという観点からも，この資

料はねらい設定に対して有効であると考えられる。

�道徳教育としての意義
日記は，日ごろの日常生活の体験や思いを自由

につづることに使っており，子どもたちは毎日思

い思いのことを書いて，提出する。担任はそれを

読み，コメントを加え，必要に応じて学級通信等

で取り上げ，学級や家庭に伝えている。それによ

って，例えば道徳の時間に学習したことがどのよ

うな形で子どもたちの心に残り，家庭や地域での

活動に発展していっているかを知ることができる。

今回の授業後の児童の日記から，子どもたちの意

識の流れを確かめてみたい。

今日，「とくちょう」のことについて話し

合いました。私は授業をしているうちに，自

分のとくちょうを知りたくなりました。そし

て，家でお母さんに聞きました。

「とくちょうは」

人によって……
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人から見た

私のとくちょう

・明るい

・何にでも一生懸命

・人にやさしくできる

私が見た

私のとくちょう

・すぐにころんでけが

をする

・行動がはげしすぎる

私はこれを見て，「人からと，自分からで

はちがうなあ」と思いました。

あともう一つぎもんを授業中にもちました。

それは，「ほんとうの自分って何？」です。

そこでお母さんと話し合いました。結論は，

「だれにもわからない。自分が見つけないと

いけないもの」です。このように，授業中に

できたぎもんをとくことができたのでうれし

いです。（女子）

この児童は，授業を通して「自分の特徴は何だ

ろう」という問題意識を芽生えさせ，それをもと

に家庭での話し合いにつなげ，最終的にほんとう

の自分，自分らしさという，大きなテーマに迫る

ことができたようである。

今日は「自分らしさ」についてみんなで考

えました。ぼくはいつも思うのだけれど，も

っと上手になりたいとか，もっとがんばりた

いと思うとき，まず「自分」とたたかいます。

そして，泣きたくてもがんばって乗りこえて，

自分に勝つことができたら，今度は「勝つこ

とができた自分」とたたかいます。こういう

ぼくが自分らしい，とぼくは思っています。

深く考える授業でした。楽しかったよ。先生，

ありがとう。（男子）

この児童の自分と向き合う姿勢は，「自分の特

徴を知り，さらに向上しようとする」という個性

伸長の神髄をついているように思われる。「こう

いうぼくが自分らしい」自分だと認め，道徳学習

をそういう自分になるための糧として肯定的にと

らえている。人からやらされる学習ではなく，自

分から主体的に行う学習となっているのである。

このような向上心ある姿勢で道徳学習を行う主体

は，教育活動全体を通して，また，家庭や地域で

の実体験も併せて，自ら道徳教育を実践している

と言ってよいのではないだろうか。

最後に道徳の授業全体に対する思いが書かれた

日記を紹介して，本稿を終えたいと思う。

４時間目に道徳の授業をしました。さいし

ょはだれも上手ではないけれどそれでいい，

ということがわかりました。でも，それより

わかったことがあります。それは，自分には

自分しかもっていない才能がある，というこ

とです。そして，その才能をバネにすると，

もっと大きな，自分にしかできない夢がかな

うのだと思います。私は，いろいろなことが

わかるので，道徳が大好きです。（女子）

この日記に，これからの彼女の人生に対する明

るい希望を見いだすのは私だけだろうか。

以上，大まかに考察を加えてきた。本学習を通し

て中学年における「個性伸長」の授業設定の意義や，

本資料を使っての展開の有効性をある程度意味づ

けすることができたのではないかと考えている。

「とくちょう」で３年・個性伸長の学習

実践報告＋講評と助言 1 7
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千葉大学大学院教授 上杉 賢士

◆はじめに
学習指導要領が改訂され，道徳教育のいっ

そうの充実が要請された。今回の改訂は，全

体としての骨格にそれほど大きな変更は見ら

れないものの，いくつもの注目すべき点があ

る。とりわけ，小学校低・中・高学年，中学

校と区切って重点的に指導すべき事項が示さ

れたことは，子どもの実態に対するネガティ

ヴな見方に基づいた改訂作業であったことを

物語っているように読める。

はたして，今の子どもたちは多くの問題を

抱えているのだろうか。そして，そのような

見方に対して教育現場ではどのように対応し

ていけばよいか。今こそ，現場発の実践情報

を共有し，道徳教育充実のためのコンソーシ

アム（共同体）を構築する必要がある。

◆竹井実践に寄せて
竹井さんのレポートは，低学年に新たに加

えられた内容項目としての「勤労」の取り扱

いに焦点を当てている。そして，レポートの

冒頭にも記されているように，低学年の子ど

もたちは「教師に言われて働く受け身」のよ

うに大人の目には映る。

しかし，指導後の道徳ノートに記された

「はたらくって だ」の の部分を集計

した結果は興味深い。

多くの子どもが，まず「集団や社会の役に

立つため」と記している。そして，「自分が

成長するため」という理由が続いている。

「経済的・文化的生産的意義」に分類されて

いる内容も，よく吟味すると「集団や社会の

役に立つ」に同類のものが多い。

この理由づけの順序は，ボランティアの分

野で強調されている勤労の意義の構図そのも

のである。

すなわち，最初は周囲や社会の役に立ちた

いと思ってボランティアに取り組む。その活

動を継続していると，いつしか予期しなかっ

た自分への見返りの多さに気づく。最初から

見返りを期待する心持ちはボランティアには

なじまないが，人のためを思って活動してい

ると，それがいつの間にか自信を生み自分の

成長につながることを実感するのである。

欧米でボランティアがごく日常的な活動と

して根づいている背景には，この両者が不離

一体のものとしてとらえられているという事

実がある。興味をひかれたのは，入門期にあ

たる低学年の子どもたちが，働くことに対し

てすでにこのような感覚をもち合わせている

ことを発見したからである。

内容項目としての「勤労」が低学年にも位

置づけられたのは，「ニート」に代表される

ように働くことに距離を置く若者の傾向によ

るものと推測される。そのために，「キャリ

ア教育」という新たな教育課題が提示され，

職場体験などが盛んに行われている。

しかし，学校を出て職業に就くまでの道の

りは，少なくとも未経験の子どもたちにとっ

てはとてつもなく長い。そのための基盤は，

子どもたちの発達に応じて地道に形成してい

くしかないのではないか。

働く動機の第一は，世のため・人のためで

ある。それが進行すると，やがて自分の成長

を生み，経済や文化の基盤となる。

竹井学級の子どもたちは，この単純で明白

なルートを着実に歩み始めているように思え

る。それを可能にしたのは，働くことの喜び

を素直に表現した資料の力であり，「しなけ

�����
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ればならない仕事」と「したほうがいい仕事」

を対比した授業構成による。

この結果を見て，竹井さんは「教師に言わ

れて働く受け身」という見方を改めなければ

ならない。あるいは，その壁を授業の力で突

き抜けたというべきなのだろうか。

◆加藤実践に寄せて
加藤さんの実践は，ダイアローグ（対話）

を基本として進行している点に特徴がある。

その舞台は，授業であったり道徳ノートや

日記であったりする。間断のない対話を通し

て，子どもたちの思考は自在に広がる。この

広がりが，「特徴」と「特長」という区分を

簡単に超えさせた。

ここで特に注目すべきは，対話がどのよう

な関係において展開されているかという点で

ある。これまで，子どもと教師が対話するの

は当然のことであり，授業はそのための営み

だと見なされてきた。しかし，レポートから

は，子どもどうしの活発な対話が行われてい

たことを読み取ることができる。そして，実

例が示されているように家族との対話も自然

に行われている。

授業という営みは，原則として一人の教師

と複数の子どもたちによって，いわゆる「集

団学習」の体裁をとりながら行われる。しか

し，実際には「教師と子ども」というコミュ

ニケーションの糸が子どもの数だけあるとい

うことが多く，子どもどうしの糸はあまり想

定されていない。これでは，せっかくの集団

学習がいかにももったいない。

案外知られていないのだが，“学力世界一”

に君臨しているフィンランドは「社会構成主

義」という哲学を基盤にしている。これは，

成員相互のコミュニケーションによって新た

な価値を生み出すことを意味し，新しい学び

の基本型を示している。だから，フィンラン

ドではとっくに習熟度別指導を捨てた。なぜ

なら，「社会構成主義」の立場からは，さま

ざまな感性の持ち主が共に学ぶほうが生産的

だと見なされるからである。

加藤さんがその点を意識していたかどうか

は，レポートの範囲からでは読み取れない。

しかし，仲間の意見に重ねて新たな発想が生

まれるプロセスや，クラスに同名の仲間がい

る点にも言及している事例から，子どもたち

は相互に強く影響し合っていることは明らか

である。

教師一人がどれほど力んだとしても，でき

ることはたかが知れている。もっと子どもた

ちの相互作用がもたらす生産性に頼っていい

のだろうと思う。そう考えるところから，新

たな授業論が生まれる可能性は高い。

その場合に，教師が考えるべきことは，子

どもたちの関係を丹念に編み上げていくこと

と，その関係に投入するテーマの質である。

道徳授業の場合は，その後者を資料が担保す

る。日本が世界に誇るレフティ・中村俊輔は，

その存在自体が格好のテーマである。

◆若干のまとめ
国のレベルからの要請は，最大公約数的な

底上げに向けられる。しかし，子どもの現実

を踏まえ，それを実質化していく作業には現

場発の実践情報が欠かせない。その意味にお

いて，実践を生み出す現場人の相互交流は不

可欠である。

授業の理想像と同じように，実践者相互の

交流をもっと活発で生産的なものにしたい。

現場発の実践情報から共に学ぶ

���������������������������������������������������
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　 実践 
子どもの目が変わる 

１ オリエンテーションの勧め

道徳の授業を見せていただく機会が多くあるの

ですが，最近，気になることとして，子どもたち

がどんな心構えで道徳の授業に臨んでいるのだろ

うという思いをもちます。

子どもたちは一週間に３０時間前後の授業を受け

ています。その授業の大半は，教科学習で，教師

の指導や支援のもと，めあてや課題の解決に向け

た学習をしています。単純に言い切ってしまえば，

毎時間，解答を求めて学習していることになりま

す。そうであれば，道徳の時間でも自然と子ども

たちの道徳学習に対する心構えが，教科学習と同

じになるのもやむを得ないと思います。しかし，

それでは道徳の時間の特質を踏まえた学習を行う

ことはできません。この問題に対処し，生き生き

した道徳授業を行うために，私は〈道徳学習のた

めのオリエンテーション〉を皆さんにお勧めして

います。それぞれの発達段階に応じたことばで，

例えば，「のびのびと自分の意見を言ってよい時

間」とか，「お話を通してみんなの考えを出し合う

時間」とか，「問題の答えを見つけ出す時間では

ない」とかいった，オリエンテーションを行うこ

とは，道徳の時間の授業を成立させる大切な要素

となると思うのです。

⇒自分なりの工夫でオリエンテーションに挑戦し

てみてください。

２ ◆◆スパイス その４◆◆

（１～３は前々号と前号参照）

この連載も３回目を迎え，早くも本年度の最後

の回となりました。まずは，導入に役立つスパイ

スを紹介します。

【数を聞いて関心を高める】

一般的には，道徳授業の導入とは，主題に対す

る児童の興味や関心を高め，ねらいの根底にある

道徳的価値の自覚に向けて動機づけを図る段階で

あるといわれています。端的に「価値への方向づ

け」ということばで表すこともあります。

そこで，授業の導入で，児童のこれまでの経験

を尋ねるといった入り方をよく見かけます。しか

し，尋ねられる児童の側に立ってみると，ねらい

とする道徳的価値に関しての経験を急に聞かれて

もなかなか思い出せない子もいて，導入に時間が

かかってしまう授業も見られます。そこで，もっ

と簡単に，数を尋ねるというスパイスはいかがで

しょうか。

内容項目……低・中学年の「信頼友情」

使い時………導入段階

スパイス……発問「あなたの友達は何人です

か？」

こう聞かれた児童は，一生懸命，自分の友達の

顔を思い浮かべながら数を数えます。私の実践授

業では，５人とか８人とかの発表後，１００人と答え

た子がいました。私もみんなもびっくりしました

ので，「どういう友達かな？」と再度尋ねたら，「ク

ラスのみんなとスポーツクラブや学習塾の仲間を

入れると１００人くらいになるよ。」と教えてくれま

した。急に友達の範囲が広がりましたが，納得の

いかない顔の児童もいます。教室の空気が友達っ

て何だろうという雰囲気に自然になりました。短

い時間で「価値の方向づけ」ができました。この

ほかにも，

例�／「あなたは今日，どんなあいさつを何回言
いましたか。」

「あなたは今日，何人の人とあいさつしま

したか。」（礼儀）

例�／「これまでにお世話になった先生は，何人
になりますか。」（愛校心）

授業を変える
スパイス �

福岡県北九州市立沼小学校校長 立川 修司
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例�／事前に行ったアンケートの結果の数字を予
測させる。「何％だと思いますか。」などの

応用パターンも使えます。

⇒ほかにも応用が利きますが，使いすぎないよう

にしましょう。

３ ◆◆スパイス その５◆◆

次は，終末に使えるスパイスです。「道徳の授

業はむずかしい。」という発言の中に，「終末をど

うまとめてよいのかわからない。」という声も多く

あります。確かに道徳の終末は教師の説話が圧倒

的に多く，中には，資料の二度出しや教師の価値

観の押しつけになってしまった感の説話も見られ

ます。説話ばかりの終末から多様な終末へと変え

ていきたいですね。

【ビフォー・アフターに気づかせる】

道徳の授業の終わりには，子どもは道徳的価値

とのかかわりにおいて自己を見つめ，自己の生き

方についての考えを深めているはずです。つまり，

授業前と授業後には，教科の学習であっても道徳

の学習であっても同様に，子どもは何らかの内面

的変容が起きているということです。

そこで，授業のねらいに即して，自分は授業前

と授業後ではどんな違い（変容）が起きたかを子

ども自身に考えさせてはいかがでしょうか。

使い時………授業の終末

対象…………中・高学年

スパイス……「授業のはじめのときと今の自

分を比べてみましょう。」

「自分の考え（気持ち）の変わったところ・変

わらなかったところ」

「友達の意見に賛成できたところ・賛成できな

かったところ」

など，自分の変化に視点をあてて，子ども自身に

気づかせることで，一人ひとりの「内面的価値の

自覚」の深まりを明確化できます。

⇒終末の多様化で，道徳の授業に変化と楽しさを

加えましょう。

４ ◆◆スパイス その６◆◆

最後のスパイスは，板書計画についてです。通

常，道徳の授業では，縦書きの場合，黒板の右側

から順に左側へと書き進んでいきます。しかし，

道徳の授業の流れは多様であり，山あり谷ありの

ダイナミックであるはずです。「黒板をステージ

にしよう」と言われる方もいらっしゃいます。

【黒板の三分割構成法】

このスパイスは，縦書き横書きにかかわらず，

黒板を右側・中央・左側と三分割して板書計画を

立ててみましょうというものです。

例�／右側を導入，左側を展開，終末を中央に書
きます。終末が中央に来るだけでまとめが

引き立ちます。

例�／『ぐみの木と小鳥』の場面絵の配置として，
右側にぐみの木，左側にりすの家，中央に飛

び立つ小鳥を置くと，臨場感が高まります。

例�／対立する意見や登場人物をそれぞれ右側と
左側に配置して，その違いや関係を明らか

にし，子どもの気持ちや意見を中央に書く

と，論点がはっきりします。

⇒三分割で考えると，黒板に「動き」が出てきます。

����������������������

�����◆◆「スパイス」一覧表◆◆����

立川先生の「授業を変えるスパイス」は，本年

度の３号にわたってご執筆いただきました。

ここで前号，前々号で出された「スパイス」を

まとめてみます。再度，その味を“ご堪能”いた

だければ幸いです。（編集部）

＜スパイス１＞…友達の多様な価値観を知る。

・スパイス――ぐるぐる回し

・使い時―――話し合いの場面

＜スパイス２＞…うちわ表情絵を持たせる。

・スパイス――うちわ表情絵

・使い時―――動作化の場面

＜スパイス３＞…手紙を書く活動
■登場人物に宛てて

・スパイス――新しい登場人物になって書く。

・使い時―――終末の段階
■実在の人に宛てて

・献立名―――尊敬・感謝

・スパイス――日ごろ世話になっている人や，

日々の生活を支えている人々に書く。
■自分への手紙

・スパイス――「自分への手紙」

・使い時―――道徳の時間の毎時間

授業を変えるスパイス �
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１ 「自己の生き方を考える」ために
９２号では「自己評価力」の育成について，９３号

では，「ウェビングを活用した授業」について提

案をしてきた。それらの提案は，何を目指したも

のなのか，ここで確認をしたい。今回の学習指導

要領の改訂で，道徳の目標に「自己の生き方につ

いての考えを深め」が加わったことは９２号で述べ

たとおりである。これまでは中学校で示されてい

た「自己の生き方について」が，小学校に降りて

きたことに注目したい。

今後，小学校では，「道徳的価値観の形成」だ

けでなく，「自己の生き方」についても考え，見

つめる時間としての道徳の時間が求められている

のである。

そこで，そのひとつの方法として，「自己評価

力」を育てるために，振り返りの手がかりとして

の「デジカメで板書を残す」ことや「ウェビング

で自己を見つめ直す」授業の提案をしてきたので

ある。「自分と向き合う力」を育てるための提案

である。

２ 「保護者と共に考える道徳の授業」の創造を
学習指導要領で，指導内容の重点化が掲げられ

た。『小学校学習指導要領解説 道徳編』（２００８）

でも，「全指導内容の重点化」と「教材」や「指導

方法」の工夫についても触れられている。その内

容の詳細については，ここでは紙幅の関係で割愛

するが，例えば，全学年を通じて「自立心や自律

性」「生命を尊重する心」の育成について，どの

ような道徳の時間の指導をするのかを考えなけれ

ばならない。当然，従来のように，道徳１時間だ

けの指導では十分とは言えない。

そこで，「重点主題」として，「複数時間の指導」

のほか，「他の行事や教科と関連させた指導」，さ

らには，「他の内容項目と関連させた指導」が考

えられる。

例えば，「生命を尊重する心」を育てるために

は，内容項目の「生命尊重」を扱うだけでなく，

「家族愛」や「個性の伸長」等とも関連させた指

導の構想が考えられる。さらに，「授業参観」等

で，保護者と共に，誕生の場面を振り返ったり，

成長を確認し合ったりすることも効果的である。

それらが「自分と向き合う時間」なのである。

このような保護者と共に考える道徳の授業は，

児童にとって有効であるだけでなく，保護者にと

っても大きな意味をもつ。保護者も子どもの成長

を振り返る大切な時間となるからである。そして，

授業参観での授業自体が，「共通の教材」として，

家族で話し合うことができるからである。

３ 「授業参観」を生かす
東京都では，「道徳地区公開講座」が開かれ，

保護者だけでなく，地域の方々にも学校で行われ

ている道徳の授業を参観していただいている。

ふだんの授業を公開するのもよいが，実際に，

大人と子どもがいっしょに考える道徳の時間があ

ってもよい。

４ 「授業参観」を生かす例�
～「家族川柳」を活用する～
光文書院『ゆたかな心』４年生に，「兄は兄，

ぼくはぼく」という資料がある。「兄は兄，ぼく

はぼくです ちがいます」や「おとうとを しか

るときには 母にそっくり」など，兄弟について

の川柳と作品に込められた思いが掲載されている。

どれも，「ああ，なるほど」「わかるなあ」という

作品ばかりだ。発展として，「親子」や「父母」

などをテーマとした川柳を作ろうとある。

この資料を生かして，授業参観をすることはで

きないだろうか。

作品づくりは，国語の時間にし，発表と家族へ

道徳の時間を変える�
～授業参観を生かす～

千葉大学准教授 土田 雄一
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の思いを見つめ直す時間を授業参観の道徳ででき

ないだろうか。保護者にも川柳作りを呼びかけて

はいかがだろうか。抵抗がありそうなら，匿名・

ペンネームでもよい。子どもたちにとっても，保

護者の気持ちを知るよい機会となる。成長を喜ぶ

保護者の気持ちが伝わる。また，保護者どうしで

も，「それって，うちも！」などと共感をよぶこ

とにもなり，保護者会もきっと温かい雰囲気でで

きるだろう。

関連資料として，筆者の教材開発研究会で作っ

た「家族川柳トランプ」も紹介しながら行うと楽

しい。（拙編著「心を育てる創作トランプ」図書

文化２００７より）

実際に，道徳の授業参観で実践した例もある。

千葉県内のある小学校６年生の実践だが，ペンネ

ームによる家族川柳の作品紹介を資料として，

「家族について見つめ直す」授業を行っている。

「おじいちゃん 仕事のやりすぎ 気をつけて」

「電話出て，お母様？ と聞かれたよ」「土日は

ね 会えない父と 久しぶり」等のほか，中には

「わかってる 今すぐやるから だまってて」

「気づけない 兄の優しさ ごめんなさい」のよ

うに，６年生の思春期の子どもの心理を表す作品

もあった。「家族とは 信頼すること されるこ

と」「優しいなあ やっぱり家族は 楽しいな

あ」のように家族の温かさ，大切さを再確認する

作品もあった。そして，「自分は家族の一員とし

てどうありたいか」を保護者といっしょに考える

ことができる実践であった。

このように，保護者も子どもたちも家族を意識

する機会が必要ではないか。子どもたちの生活の

基盤は家庭である。保護者も子どもたちも，その

大切さ，ありがたさをもう一度実感し，見つめ直

してほしいのである。

５ 「授業参観」を生かす例�
～「一枚の写真から」を活用する～
光文書院『ゆたかな心』５年生に，「一枚の写

真から」という資料がある。「小さいころのアル

バムの写真」と「今の自分」を比較して，「生き

ている証拠」として，身体の成長だけでなく，心

の成長にも目を向けさせる資料である。

この授業を授業参観で行ってはどうだろう。

成長への思いは，保護者のほうが強い。小さい

ころの記憶は，子どもたちが薄れていても保護者

には鮮明なものも少なくない。保護者と共に，自

分の成長を見つめ直すのである。実感するのであ

る。

この授業は，５年生でなくても可能である。学

年に応じたねらいを設定するとよいが，「小さい

ころからの成長を実感できる授業」として位置づ

け，保護者と共に行うとよいだろう。

この種の授業は全体が温かい雰囲気になる。子

どもたちにも保護者にもよい刺激となる授業であ

る。保護者も子どもと共に成長し，育つ時間とな

ってほしいのである。

６ まとめにかえて
「授業参観を生かした道徳授業」は，自宅での

食卓の話題にもなりやすい。授業で話ができなか

ったことについての会話や，参観できなかった家

族もいっしょに考えることが可能であろう。この

ように，「食卓の話題に上る道徳の授業」が私の

提案である。

その他，NHK教育テレビの「道徳ドキュメン

ト」などは，大人が見ても考えさせられる内容の

ものが多い。ぜひ，保護者と共に考えたいもので

ある。

道徳の時間は，「自己の生き方を考える時間」

である。道徳的価値観の形成とともに大切な基盤

を育てる時間である。「重点主題」や授業参観・

行事を生かして，子どもたちの心に残る実践を積

み重ねたい。

道徳の時間を変える�

道徳のチカラ 2 3



はじめに

千葉県君津地方教育研究会道徳部会は，今年度

５７名の部会員数で研究を進めている。例年，年間

８回の研究会を開き，千葉大学の土田雄一先生や

ＮＨＫ道徳ドキュメント制作担当の方，道徳の副

読本の編集者である岡本弓子先生の講演会や部会

員の先生方の日ごろの研究実践報告，授業展開・

研究協議会を行っている。今を生きる子どもたち

の豊かな心をはぐくむため，道徳で何をすべきか，

何を子どもたちに語りかけるべきか，語り合わせ

るべきか，日々熱く討論している。今回は，その

中から１年間のテーマをもち，取り組んでいる実

践提案をしたいと思う。

１ 小学校実践

「人の生き方に学ぶ道徳授業～命あるかぎり強

く生きる～」を１年間のテーマに掲げて道徳の授

業を展開している。１年間という長いスパンで子

どもたちとともに，【強く生きるとは何か】【今の

自分には何ができるのか】【将来の希望・夢は何か】

を探っていきたいと考えている。

（１）子どもたちが興味をもつ人材発掘と資料化

興味をもった人物の生き方を子どもたちが調査

して，教師とともにそれを資料化する。その人材

を『人生モデル』と呼んでいる。本年度これまで

の『人生モデル』は次のとおりである。

４月 水泳選手 北島康介さん

５月 詩人 金子みすゞさん

６月 ダウン症 加藤秋雪さん

７月 地域を支える人たち

９月 オリンピックの選手たち

１０月 夢を追い続ける大貫小学校の卒業生

１１月 ソフトボール選手 上野由岐子さん

（２）安心して意見（本音）の言える語り合い

授業の前半は，『人生モデル』の生い立ちや経

験・体験を知り，そのときの気持ちを考えたり，

自分と比べたりする。後半は，『人生モデル』と出

会ってどんなことを教わったのか，これからの自

分の人生にどう役立てるのかなどをトーキングサ

ークルで語り合う。教師もその輪に入り，いっし

ょに意見交換をする。回を重ねるごとに「そうは

言うけれど，ぼくはそんなに強くなれない。」「で

も，乗り越えるときの勇気や方法は見つかった。」

など，本音がたくさん出てくるようになり，語り

合いが盛り上がってきた。

（３）保護者の参観・保護者と語り合う

保護者に授業を参観していただいたり，［鉛筆

トーク］と名づけた道徳のワークシートに我が子

に向けたメッセージを書いてもらったりしている。

親子で生き方を語り合ってくれるよいきっかけに

なっているようである。これが私の願いでもある。

三浦 貴子

千葉県富津市立

大貫小学校

～児童生徒の心を動かす
感動・葛藤資料の開発～

豊かな心を育てる
道徳指導

千葉県君津市立

亀山中学校

柴田 克

道徳教育の取り組み
千葉県君津地方教育研究会道徳部会
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２ 中学校実践

勤務校では「全校道徳」を月１回行っている。

小規模校である場合や学級が少人数の場合，ある

いは道徳性の低い集団，担任の学級経営が行き詰

まっているときなどには有効な方法である。

また道徳の授業は，学級担任が行うのが基本で

あるが，担任や学級という枠にとらわれず，いろい

ろな人間性や生き方に触れ，多様な価値観，高い道

徳性に触れる意味は大きいと考えて実践している。

（１）歌で道徳

資料を範読する技術にもよろうが，読み物資料

以上に歌手の思いを込めた「歌」は心に響いてく

るものがある。またそのメロディーは心の琴線に

共鳴し，道徳的感情を刺激する。

４月 木山裕策「home」

５月 大野靖之「２２歳のひとり言」

６月 アツキヨ「kiseki～もうすぐおこる奇跡

を信じて～」

９月 Mr．Children「ＧＩＦＴ」

１０月 アンジェラ・アキ「手紙 ～拝啓 十五

の君へ～」

以上が今年度これまでに扱った「歌」である。

授業は，その曲にまつわるエピソードや背景を

映像や資料で見て，その曲を聴き，感じたことを

語り合い，大切な価値に気がつく，という流れで

構成する。

最近，民放で「誰も知らない泣ける歌」という

番組が始まった。もちろん年度当初，そのような

番組が始まることを知るはずもなかった。しかし，

そこで紹介される曲の中にも道徳の授業で資料化

できるものもたくさんあるように感じる。

（２）資料化の視点

よい資料の要因の一つに「タイムリー性」とい

うものが考えられる。今，だれもが知っている，

あるいは話題になっている，興味をもっている，

そんな資料は，子どもたちの心に届きやすい資料

となる。例えば今年度，４年に一度のオリンピッ

クが開かれた。そこには道徳の授業で扱いたい資

料がたくさん存在する。それを来年度に回すのは

もったいない。余韻さめやらぬうちに資料化し，

実践すると効果は大きい。私の場合，９月に「ＧＩ

ＦＴ」という曲をからめて，何人かのアスリート

を資料化した。

また，よい資料には「感動」と「葛藤」が必要

だと考える。文字の資料からも，もちろん伝わる

ものも多いが，実際の映像から伝わってくるその

人間の生きざまがもつ「力」は大きい。

（３）実践をして ～生徒たちの声～

ここでは，「大野靖之」と「アツキヨ」の授業

での生徒の反応を紹介する。

a 「大野靖之・２２歳のひとり言」

＊歌詞の中の「涙が止まらない」というところで

私も涙が出てきました。

＊ふだん，なかなか口に出せない言葉だけど，こ

うして歌の中で聴くと「やっぱり大切なんだな

あ」と思うことがたくさんあった。

＊親孝行なんて何一つもできていない自分が少し

怖くなってきた。

＊「眠りにつくときに，生まれてきてよかったと泣

けるように生きよう」というところで，涙が出

て，自分も悔いのない人生を生きたいと感じた。

b 「アツキヨ・kiseki」

＊耳が聞こえないのに歌を歌うなんてほんとうに

感動です。「努力」ってすごいなあ。

＊７年間も努力し続けたなんてすごい。あきらめ

ないって大切なんだなあって感じた。

＊「一度や二度の失敗くらいでうつむいていちゃ

何も始まらない」――自分はアツキヨに比べれ

ば，ほんとうに努力が足りないなあと思った。

＊アツキヨの存在が奇跡だと思う。人はあきらめ

なければ奇跡が起きるんだなあと思った。

＊何度も投げ出しそうになった清美さん。でもそ

れを励まし続けたあつしさん。独りではくじけ

そうになっても支える人がいれば乗り越えられ

るんだなと思った。自分も夢をあきらめないと

ともに，だれかを支えられる人間になりたい。

３ 強く生きる

一人ひとりの存在を大切にし，将来に夢と希望

を描ける道徳授業を私たちは目指している。人と

のつき合いが希薄になり，薄れていくこの社会で

何が大切で何が正しいのか，何がほんとうの幸せ

なのか，子どもたちと大いに語り合う，そんな道

徳をこれからも道徳部会の仲間とともに作り上げ

ていく。自分の人生を心豊かに生き抜く子どもの

成長を願って。

道徳教育の取り組み 2 5
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子どもに対するテレビゲームの悪影響は，今ま

でに何度となく取りざたされている。かつては視

力や姿勢が悪くなる，あるいは，社会的不適応や

衝動的暴力を引き起こす，などなど。実際，暴力

が報奨される（暴力を振るうことによって得点が

得られる）テレビゲームをしたあと，ヒトは暴力

的になるという研究もあるらしい。これが長期に

わたって続くのか？ さらには人格レベルにまで

影響するのかはいまだ不明とのことである。かつ

ては小説や映画が担った役割をテレビゲームが引

き継いだ感があるが，最近はこのような批判は下

火になったように思われる。皆，慣れてしまった

のか，飽きてしまったのか。しかし，インターネ

ットと融合した昨今，テレビゲームは情報量や速

度の観点から質的な変貌を遂げ，さらに大きな影

響力をもつに至ったのではなかろうか。暴力のよ

うに反社会的な行為に対しては批判や規制があり，

その影響を制御しようとする力がはたらきやすい。

そのため，影響は異なる場所，違った形で噴出す

るのではないか。

私が思うに，今後テレビゲームの影響は，より

一般的な生活，例えば経済活動などに現れるので

はないだろうか。ゲームソフトを万引きしたり，

代金が欲しくて同僚からお金を巻き上げたり等，

直接的な影響ではなくもっと眼に見えにくい，何

やら雰囲気のような漠然とした環境の変化，それ

に知らず知らずのうちに適応してゆく子どもたち。

最近，インターネット上で行われるオンライン

ゲームにおいて，ゲーム内でしか役に立たない

種々のアイテム（道具）が現金で売買されていると

いう話を聞いた。またテレビゲーム内で使用され

る通貨を貯めるには時間と労力がかかるが，これ

を代行する会社が設立されたという。バーチャル

・リアリティということばがある。日本語では，

仮想現実と訳されているが，これは誤訳といわれ

ている。本来は「現実そのものではないが，現実

の本質と効力をもつもの」を意味しているという。

お金にたとえれば，実際の貨幣ではないがカード

や電子マネーのように現実に使用可能なものをさ

している。すなわち，テレビゲーム内で使用され

る通貨は「仮想」あるいは「虚構」の貨幣であり，

決してバーチャルマネーとは呼ばない。しかし，

ここで大切なのは定義の問題ではない。問題は“虚

構の世界”と“現実の世界”の混同が進行してい

ることである。特に，ゲームという虚構の世界に

容易にのめり込むことができる子どもたちが，虚

構と現実の境界がわからなくなり，虚構とのかか

わりに慣れすぎた結果，虚構から容易に影響を受

けてしまうことはないのだろうか。

一方，大人の世界はどうだろう。実は大人もゲ

ームにのめり込んでいる。マネーゲームに興じて

いる。現在の金融危機を見ていると，まず数字の

大きさからいって，何やら現実離れしたものを感

じる。国家予算にも達する，あるいはそれ以上の

金額が電波となって世界中を飛び交う。ところが，

その数字にはなんら確たる保証はない。貨幣の価

値は国が保証している。しかし，これほど流通す

る額が巨大になると一国だけでは保証しきれない。

各国の協調が必要なときもある。しかし，それでも

保証しきれなかったら。しかも，今の貨幣は国の保

護など必要としていない。自らが巨大化すること

だけを目的に，その目的が達成される場所ならば

どこへでも電波に乗って飛んでゆく。保護者のも

とを逃れていった放蕩息子。やがては，大きな借

金を抱えて戻ってくる。こんな，妄想じみたこと

を考えていたら，何やら暗い気分になってきた。

いっそのこと，子どもたちに金融市場を任せて

しまったらどうだろう。彼らなら，現状を即座にリ
ちゅうちょ

セットすることに何の躊躇も感じないだろうから。

テレビゲームの悪影響
東京都立梅ヶ丘病院外来医長 大倉 勇史

おおくら・たけし １９７８年，千葉大学理学部生物学科を卒業後，教職
を経て，１９８５年，東京医科歯科大学医学部に入学。１９９１年，同大学を
卒業。東京医科歯科大学医学部附属病院精神神経科，恩田第２病院を
経て，１９９８年から現職へ。
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道徳の学習で生命尊重の授業をしたときのこと

である。話し合いが進み，「命がけ」ということ

ばがキーワードとなった。資料で読んだ，登場人

物を命がけで助けてくれようとする人々と，それ

にこたえて命がけで治療する医師，そしてなんと

か助かろうとする本人。それらすべての人々が命

を共有し，命がけで生きている。そんな押さえが

できはじめていた。子どもたちも，「うん，うん」

とうなずきながら話し合っている。そのとき，こ

うき君がこう言った。

先生，ぼくたちも今，命がけで道徳の勉強

をしているよ。

「何を大げさな」とおっしゃるなかれ。私はこの

ことばを聞いていたく感激した。

話は変わるが，以前，道徳の授業が終わったあ

と，ゆうき君が「ああ，疲れた～」と言って，机

に突っ伏したことがあった。すごいなあと思った。

また，かえでさんが日記に次のようなことを書

いてきたことがある。

こんなことを書いたら先生はおこるかもし

れないけれど，私は授業中，先生と勝負して

います。負けたくありません。

これまた参った。なんとも頼もしい。このこう

き君，ゆうき君，かえでさんは私が今担任する学

級の子どもたちである。別々の口から発せられた

「ひとこと」ではあるが，何か共通するものがあり

はしないだろうか。

教員は授業で勝負しろ。

これは初任のころから言われ続けたことばであ

り，私自身そのとおりだと思い，日々の実践に心

がけている。みなさんにも十分おなじみのことば

であろう。勝負というのは，もちろん毎時間を真

剣に取り組めということのたとえである。勝ち負

けではない。そこにはお互いがよりよいものを求

め合う存在として，目指すものに対しては一切の

妥協を許さず，向き合うという緊張感がみなぎる。

かえでさんはそのことを言っているのである。

先生から教えてもらうだけの存在ではない。自分

も考える一人の人間として，先生よりも先に何か

を見つけ出してみせる，と言っているのである。

ゆうき君は，４５分間，真剣に考え，資料と，教

師と，友達と，自分と向き合ったのである。疲れて

当然である。いっさい手を抜かなかった証拠であ

る。そしてそれは心地よい疲れとなるに違いない。

そしてこうき君。授業中いつも真剣に話し合い

に参加し，素直な思いを吐露してくれる。その背

景にはこんな構えがあったのか。そういえばこう

き君は命の学習のあと，自分の生活体験を次のよ

うに語ってくれたことがある。

ぼくが事故にあって救急車で運ばれたとき，

お母さんが「こうき，こうき」と呼び続けて

くれた声が今も耳に残っている。

保護者面談のとき，こうき君のお母さんにこの

話をした。お母さんは泣いた。私の心にも深く刻

まれた命がけの「ひとこと」であった。

筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行

心に残るひとこと
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